
運動に親しむ「心と体」を育てる体育の学習

～仲間とのかかわり合いを通して～

渡辺圭

本稿は，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育てることをめざし，仲間とかかわり合いを重視した指導

の実践例として「器械運動のマット運動」を取り上げ，成果と課題について検討したものである。

4年生の体育でめざした「運動に親しむ『心と体』」とは，体を動かすことが楽しいと感じられたり，仲間のよ

さを認めたりできる「心」であり，健全に発達・成長し，運動技能や身体機能を高めていく「体」である。これ

らをめざすために，仲間の思いを聴き共有できる場を 1時間の中に必ず設定し，児童の実態を考慮した学習内容

と学習形態の検討を行った。また仲間と成長や満足感を共感できるよう，年間を通してなわとびに取り組ん尽

その結果，仲間に認められ，自己の成長を実惑したり，仲間と励まし合って活動したりする姿が多く見られた。

しかし，技能面でのかかわり合いが少なさや，技能の高まりの不確実さが課題として残っt.::o

キーワード： 器械運動，マット運動，運動に親しむ，仲間，かかわり合い

1. 研究目的

学習前のアンケートで「体育の時間が好き」と多く
の児童が答える一方で，「サッカーはしたいけど，マッ
トや慮はしたくない」，「できないからきらい」，「文
句を言われるからチームの試合はいや」といった声も
出てきたそこで，これらの声を何とが変えてやりた
い，運動のもつ魅力や，できる喜び，試合の楽しさを
実感させてやりたいと考えt:-o
そのためには，児童が仲間とのかかわり合いを授業

の中で楽しんでいくことで，運動のもつ魅力をより広
く味わえるのではないかと考え，研究を進めていくこ

とにした：）

1 . 1 . 体育科でめざすもの

体育の目標として，新学習指導要領には「心と体を

一体としてとらえ，適切な運動の経験と健康•安全に

ついての理解を通して，生涯にわたって運動に親しむ

資質や能力の基礎を育てるとともに健康の保持増進と

体力の向上を図り，楽しく明るい生活を営む態度を育

てる。 (ffi2章各教科第9節体育）」とある。

近年男女を問わず，ジョギング愛好家が増えている。

それは健康志向の高まりや走ることでのダイエット効

果などがその一因と考えられる。しかし「走ること」

は，健康という目的を手に入れるための手段だけでは

ない。「走ること」自体の魅力が存在し，継続して取り

組めるものとなるには，その魅力を実惑することが非

常に重要である。

体育科において仲間とかかわり合いをもつ経験は，

運動がもっている魅力をより広く感じられ，生涯にわ

たって運動に親しむ資質となりえる。また運動する際，

そこには多様な技能が存在するので，技能についてか

かわり合いをもてるようにすることも大切である。

1. 2. 仲間とのかかわり合い

仲間とのかかわり合いは，言葉のやり取りだけに留

まらず，時には補助などの身体接触もある豊かなかか

わり合いの中で，自己の成長を実感できたり，仲間の

成功を心から喜んだりするものでなければならない。

またそれを促すような学習課題の提示も必要である。

1年間を通した学習課題「8の字とび」に取り組んでい

るのは，記録の伸びに一喜一憂しながら，仲間とのか

かわり合いを学級の中で日常化させるためである。実

際の活動中のみならず、教室にはってある模造紙に，

跳び方のコツなどを書いたり，体育ノートを見せ合っ

たりする中で仲間の想いを知り，意見を聴き合って，

励まし合い教え合う経験を重ねている。

それらの経験によって，単元ごとに取り組む運動につ

いても自然に仲間とかかわり合い，楽しむ姿が見られ

るであろうと考える。 ·~ 
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図1: 教室掲示物「8の字とびのコツ」
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2 研究の方法
2. 1 グループ学習によるかかわり合い

グループや仲間からのアドバイス・励まし合い・賞

賛・協力などのかかわり合いから生まれてくる「でき

た」喜びや「もっとやってみたい」という意欲の向上

を，本校体育部では体育学習における「学びの質の高

まり」としている。

表面的なかかわり合いにならず，「学びの質が高ま

る」かかわり合いをめざして，「ねらい l」では固定の

グループで，「ねらい2」では個人のめあてによって活

動場所が異なるため流動的なグループで取り組ませたっ

それぞれのグループ構成（・）と，かかわり合いの内

容(V)については以下の通りである。

ねらい 1(今できる技がいつでもできるように・続け

てできるように・組み合わせてできるようにして楽し

む）の場面--------------------------------------------------------
• 4人グループの中にかかわり合いを活発にするよ

うなリーダーとなる児童をおく。

・多様な技や見るポイントを知るために，技能レベ

ルの異なる児童をおく。

✓ 技をみてもらう前は、観察してほしいポイントを

仲間に伝えておく。

✓ 仲間の技を観察した後は、そのポイントがどうだ

ったのか伝える。

✓ 仲間の技を評価する。

ねらい 2(エ夫した場で，できそうな技に挑戦して楽

しむ）の場面
----------------------------------------------------------

• 同じ場で取り組む仲間と活動する。

✓ 技のポイントが書かれた資料をもとに，仲間と技

を見せ合い，そのできを評価し合う。

✓ 側方倒立回転など、場によっては協力して技に取

り組む

2. 2 マット運動における仲間とのかかわり合
Lヽ
マット運動を含む器械運動は、それぞれが自己の課

題に向かって取り組む個人種目であることから，仲間

意識やかかわり合いをもてるよう，意図的に学習を展

開することにしt.:.a場作りでは，グループ毎に担当を

決め協力して行わせたり，準備運動でもペアでの活動

や遊びの要素を含んだグループ対抗の運動を入れたり

したそうすることで，授業の始めから仲間とのかか

わり合いの場ができ，良い雰囲気で主たる学習活動に

入っていけると考えたからである。また，体育ノート

から前時に良いかかわり合いをしたペアやグループを

抽出しておき，授業の中で紹介することも，全体に良

い刺激になると考えた。

しかし，かかわり合いがあってもそこに技能の向上

がなければ，かかわり合いは停滞してしまうことが考

えられる。指導する側としてそれを実現する手立てを

必ずもっていなければならない。仲間とのかかわり合

いによって，楽しみながら技能が向上するような授業

づくりをすることで，マット運動に親しむ資質と技能

を育てたいと考える。

図2:準備運動におけるペアでの活動

3 授業の実際

3. 1. 単元

器「かかわり合い」を大切にしたマット運動

3. 2. 運動の特性

〇一般的特性
「技」に取り組んだり，それらを達成したりした時

に楽しさや喜びを味わうことのできる運動である。ま
た自分の体を転がしたり，支えたり，動かしたりする
ことで，のびのびと体を動かす楽しさや心地よさを味

わうこともできる運動である。

〇子どもから見た特性

• いろいろな技にちょうせんできるから楽しい。

できなかった技が，できるようになったらうれしい。

・転がったりとんだりするのが楽しい。

・首がいたくなるのがいや。

回るのがこわい。

3. 3. 子どもの実態
〔運動に対する欲求や関心）
休み時間にはサッカーをしたり，固定遊具で遊ん
だりと体を動かすことが好きな児童が多く，体育
の授業を毎回楽しみにしている。
運動に対して苦手意識を持っている児童が男子に
1名，女子に3名おり，単元の初めに，よく不安を

感じている。
事前アンケートより

マット運動が「好き」と答えた子どもが 16人

(55%), 「ふつう」と答えた子どもが 11人(38%),

「好きではない」と答えた子どもが 2人 (7%)で
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あった。「ふつう」や「好きではない」と答えた子ど

もの理由には，「できないからはずかしい」「手や

首が痛くなる」などが書かれていた。

〔技能的な個人差〕

前転が安定しない児童が 5名いる。横に手をつい

て立つ，まっすぐ転がれないなど。

・後転が安定しない児童が 13名いる。しゃがめず，

正座してしまう。まっすく転がれないなど。

ダンス教室やバレエ教室に通っている 6名の児童

は体がとてもやわらかく，開脚前転などをきれい

にすることができるが，全体として学年相応の技

能が身についていない。

〔学習の経験〕

手のつき方，正しいフォームなどを知らない。
前転と後転以外の技を知らない。
体育の学習カード，体育ノートを書いたことが少
なし‘。
学習の進め方（スパイラル型の学習）は，このマ
ット運動ではじめて経験した。授業が進むにつれ
てめあてを意識しで活動ができるようになった3

〔子どものかかわり合い〕
女子の中には，運動の場面で，教室ほどかかわり
合いに積極的になれない児童がいる。
夢中になると，自分勝手な行動に出てしまう児童
がしヽる。

仲間との達成感や満足感を味わった経験が乏しい。
みんなで教え合い，助け合いをしながら楽しい学
習にしたいと思っている子が多い。

3. 4. 単元目標と単元計画
①単元目標

かかわり合い

マット運動の楽しさや喜びに触れることができ

るよう，自分のめあてに進んで取り組むとともに，

仲間同士で教え合い，励まし合うことができる。

加らい11
今できる技がいつでもできるように・続けてでき

るように・組み合わせてできるようにして楽しむ。

匝
工夫した場で，できそうな技に挑戦して楽しむ。

②単元計画（全7時間）

0オリエンテーション (45分X 1"躙）

0ねらい 1…グループごとで，今できる技がいつでも

できるように・続けてできるように・組み合わせて

できるようにして楽しむ。 (1 5分X6噸切

0ねらい2・・・エ夫した場で，できそうな技に挑戦して

楽しむ。 (2 0分X5鴫 1J+1 5分Xl晦閉）

0まとめ (5分X 1鴫 ij)

3. 5. 学習の様子

第1時オリエンテーション

①アンケートに答える

②一度ずつ前転後転をする

③学習の進め方を知る

④マット運動のルールを知る

⑤ 準備や後片づけの仕方を知る

教室でアンケートに記入後，マットを置く場所，学

習の進め方について黒板で説明し，体育館＾移項九は

じめにパワーアップタイム（準備運動）で行う運動を説

明し，取り組ませた3

次に，マットの置き方，見る位置を説明し，実態を

つかむため，一人ずつ前転，後転の動画を撮影した。

待っている間に，グループに分かれマットを置き，自

分のできる技を確かめさせた）

第 2時～第 7時匝戸三丑4豆巨三〗

巨
今できる技がいつでもできるように・続けてできる

ように・組み合わせてできるようにして楽しむ。

第2時

グループ内で技を見せ合い，声をかけ合いなが

ら取り組むことができた）「上手！」と拍手をした

り，できていないところを指摘したりするかかわ

り合いが見られた。しかし，一人当たりの時間が

多くなりすぎて，自分の立てた 3つのめあてに取

り組めなかった。またかかわり合いが他に比べて

少ないグループも見られたので，以降このグル

ープのリーダー的な児童に声かけをし，活発なか

かわり合いを促していった3

第4時

授業にも慣れ，手際よく活動ができるようにな
った。体育ノートの交流によって，みるポイント
や声かけの種類がずいぶん増えた。新しく身につ
けた技や，技を組み合わせた連続技を仲間に見て
もらおうと，意欲的に取り組む姿が多く見られた
よい雰囲気で活動ができているが，技のできぐあ
いを評価し合うところの曖昧さが気になった。そ
こで，技の動きを資料で確認させ，みるポイント
も仲間で手分けするようにと指導した）

第6時

身につけた技が増え，連続技を行う子どもが増
えた。開脚前転や開脚後転，側方倒立回転などを
好んで取り入れていた。また，ポイントを仲間で
手分けして行うことで，適切な評価ができるよう
になってきに体育ノートには「言ってもらって
よくなった」「友達にできたといわれると，ほんと
なんだって思う」と感想が書かれていた。
めあて 1のマット 2枚の場では技のつながりに

限度があるので，場づくりも技によって児童にま
かせることも必要であると感じた。
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図3:開脚前転に取り組む子ども

iねらいzI 

工夫した場で，できそうな技に挑戦して楽しむ。

• 第2時

児童が「とび前転」の前に集中した。取り組み

の様子をみていると，セーフティーマットの上に

転がることを楽しんでいる様子が見られた。取り

組みに違和感もあったが，初めてということもあ

り，助言は安全生の面に留めておいた)

かべ倒立に挑戦していた場では，家や体操教室

で教えてもらったことをもとに，できない子にア

ドバイスしていた。ペアになって補助倒立に取り

組む児童も見られたので，適切な補助の仕方につ

いて資料などを用意しておくことにした。

第5時

めあて 1で仲間の新しい技を見せてもらうこと

によって，「自分もやってみたい」という態度が広

がってきた。開脚前転や開脚後転，側方倒立回転

に取り組む児童が増えた。

下の資料は授業後に書いた体育ノートである。

Cl: ぼくは後転ができなくて， C2君に手伝っ

てもらうとできて「がんばれ，あとはひざ

やで」と言われて，やる気が出てやりまし

た。何回もやって，はげましてもらってで
きましt:.,K君ありがとう！

C2: C 1くんが後転をできた時は，自分までう

れしかったです。

このふりかえりは，同じ日に書かれたものである

が，見事にお互いのかかわり合いの感想がシンク

ロしたものになった。この日以降マット運動を

「好きではない」と答え消極的だった Sの姿勢に

変化が見られるようになった。

運動に親しむ態度としてClとC2のようなか

かわり合いは，他の児童でもたくさん見られるよ

うになったが，マット運動の技能についてのかか

わり合いは，それに比べまだ乏しい。適切な資料

の掲示や助言によって，マット運動でかかわり合

う手段を身につけていく必要性を感じた)

4. 考察
単元終了後に，感想を書かせた。以下の2つの感想

はマット運動を「好きではない」と答えていた児童 2
名のものである。

① 「私はスポーツが得意じゃないから，マット運動も

はじめはいやでしt-=:oでも友達に『がんばれ』とか言

ってもらってがんばれたし，技ができた時はうれしか
ったです。次のマット運動の時もがんばりたいです。」

② 「ぼくはマットをすると首とかがいたくなるからい

やでしにでも友達に手のつき方を教えてもらったら

いたくなくなりました)一番の思い出はK君に後転を

教えてもらって，できた時に一緒に喜んだことです。」

二人の感想から，この単元を楽しめたかまでを読み取

ることは難しいが，マット運動の時間においてかかわ

り合いを通して喜びや成長を感じることができたと思
われる。

他の子どもの感想からも「かかわり合い」について

書かれたものが多かったが，やはり技能面より情意面

でのかかわり合いの感想が最後まで目立つ結果になっ

た。技能面でのかかわり合う力を十分につけるまでに

は至らなかっt~ 教師が運動の構造的な理解を深め、

子どもが良くわかる言葉かけを研究し，授業で使って

いくことで，子どもたちも技能について話ず言葉を身
につけていくと考える。

5 考察
意図的なグループ構成の工夫によって活発なかか

わり合いを生み出すことができt-=:o励ましの言葉やほ

め言葉，拍手などが多く見られ，よい雰囲気で授業が

進んt-:'o仲間に必ず詔illiしてもらえることが子どもた

ちにはうれしかったようである。マット運動を好きで

はないとと答えた子どもたちも，意欲的に取り組み，

体育ノートにも「楽しかった」という感想を書いてい

た。

今後の課題は，グループ構成が，意図的に行えない

場面でのかかわり合いの工夫である。今回，子どもが

自主的に課題を決め活動する場において，子ども同士

のかかわり合いが減少してしまったことから，授業展

開や支援の仕方を再考する必要性をある。また高学年

に向けて，個々のかかわり合いの力を全ての子どもた

ちに育てていく，継続的な取り組みも必要となってく

ると考える。
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